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［1］川上忠雄「自由主義段階におけるバンク・レート（1）―（10）」は，19
世紀中葉の英国景気循環に関する本邦初の本格的な研究の一つであった1）。
連載が「経済志林」（法政大学経済学会）で始まったのは1961年，―爾
来断続的に発表された史実の精力的な発掘とその新鮮な再構成がひとまず
完結したのは，1970年のことである。当時の第一次資料に基づく景気循環
の詳細な研究は，世界的にみても先駆的な位置を占める。上下両院証言録
や工場監督官報告を含む英国の各種議会文書は，近年 Irish University 
Press から原寸大の復刻版が逐次刊行されるようになって，研究環境は
1961－70年当時には想像もできなかったほど向上した。が，著者が独り本
国から遠い極東で探究を開始した頃の苦難には，筆舌に尽くしがたいもの
があったろう。発表された成果は後続の研究者すべてにとっての共有財産
である。統計整備や必要資料へのアクセスだけでさえ，1929年勃発の世界
大恐慌の過程や2008年のリーマン・ショック頂点のサブプライム恐慌を研
究する場合に比べて，事情が大きく異なるのだ。
著者の恐慌・景気研究は，その独自の世界経済論体系の一環として在る。
だが，「自由主義段階におけるバンク・レート」の完結直後，『世界市場と
恐慌　上巻』（法政大学出版局）が1971年に発表されて以来，その全貌が
明らかにされぬまま約40年が過ぎた。このたび刊行された『1847年恐慌』
（お茶の水書房）は，『世界市場と恐慌　中巻』として構想された部分に相
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当する。「バンク・レート」論文に基づきつつ，その後の研鑽を加えて深化
した成果が長い歳月を経て，序論・第１編好況・第２編恐慌・第３編不況，
および各編各章に配置された図・表から成る338頁（本文326頁＋「まえが
き」12頁）の作品となって結実した。
現代とは資本主義世界が「カタストロフィ」を迎えた時代にほかならな
い―これが著者の基本的な認識である。「序論」はこの立場を述べ（「Ⅰ 
カタストロフィの時代」），本書の対象とする1847年恐慌が，19世紀の自由
主義時代に繰り返された５回の周期的景気循環のうち，各恐慌に共通の特
徴を理解するうえで最適であること，およびそれが単なる英国の恐慌では
なく世界市場恐慌として勃発したことを強調する（「Ⅱ 1847年恐慌と資本
の自律」）。次いで自由主義時代後の景気循環が「資本主義システムのカタ
ストロフィをもたらす過程に変質」したとの認識を示し（「Ⅲ 19世紀末葉
からの資本蓄積の変化」），研究史を簡単に回顧しつつ本論へと繋ぐ（「Ⅳ 
恐慌研究のこれまで」）。 
［2］第１編好況は４つの章から成る。第１章「現実資本　綿工業が主導す
る好況」は，まず1840年代初頭におけるこの「主軸産業」の実態を，工場
監督官や議会証言等を含む各種資料によりつつ，具体的な計数推計を伴っ
て解明する。試みに1843－44年当時の標準的工場を検討した表1－1（p22
－23）を見るだけでも，本書が示す実証性の高い水準を感得することがで
きる。仮に「序論」で披瀝された著者独特のカタストロフィ論に与せぬ読
者がいたとしても，英国経済史や景気変動論に関心があるならば本書は不
可欠の文献となるだろう。３つの節は，―①不況時の赤字操業と生産方
法改善（「A 好況の始まり」），②好況期における標準的綿工場の実態，労働
力・設備投資・利潤率などの詳細（「B 綿工業の輸出ブームと雇用増・設備
投資　1843－45」），③好況末期における市況変化，雇用増・賃金上昇・利
潤動向，貿易赤字化（「C 綿工業の輸出頭打ちと農産物輸入激増・不作，そ
して不均衡化　1846－47初」）を扱う。A・B・Cを通して，景気局面の転
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換に果たした対外関係の役割が強調されること，および主軸綿工業だけで
なく他の産業（海運・造船，建築・建設，農業）にも検討の及ぶことが，
２つの大きな特徴である。ジャガイモ不作・アイルランド飢饉の検討は，
とりわけ詳しい。
第１編第２章「株式資本　鉄道ブーム」は，「主軸」が規定する景気のリ
ズムに「乗り切れない様相」を示す「副軸」としての鉄道関連を検討する。
①45年秋にいたる株式高揚と崩壊，証拠金の払込み問題，貨幣市場への圧
迫と主軸連関への攪乱（「A 鉄道株投機とその破綻」），および②47年半ばに
頂点を迎えた建設活動・関連鉄工業等への刺戟・雇用増・輸入激増（「B 大
鉄道建設」）を扱う。第１章に比べれば叙述は簡単であり，Aへの割当ては
前章のジャガイモ不作・アイルランド飢饉とほぼ同じ分量，Bは本文１頁・
図表１枚である。
第１編第３章「貨幣資本　信用膨張から金流出へ」は，1840年代の金融
変動を集約する有益な図表に富む。とくに国内商業手形（p78），イングラ
ンド銀行発券高と金準備（p83），同行銀行部諸勘定（p85）の推移を示す
３枚は，複写して手元に置けば他の章を読むにも便利であろう。①主軸連
関の好調を反映する商業信用・銀行信用の順調な展開と（「A 金流入と商業
信用の拡張 1843－45」），②それが過剰信用および金融逼迫へと推移する過
程が分析される（「B 商業信用の大膨張から金流出へ 1846－47初」）。「A」
でバンク・マーケット双方について40年代に「自由な利子率変動の時代を
迎えた」（p86）と捉え，「B」で鉄道株投機の崩壊による信用膨張への「小
休止」（p88）を検討する点が注目されてよい。第１編の簡潔な総括は，第
４章「資本蓄積の行き詰まり」で与えられる。まず３点―①好況末期の
47年初に成立した10時間法，②労働力不足が顕在化する中での固定設備に
よる資本移動の制約 ，③大量の労働力吸収を伴う副軸連関による主軸連関
の矛盾増幅作用を強調する（「A 内的諸矛盾の成熟とその対外的表現」）。次
いで信用膨張による３矛盾の隠蔽が，貿易収支および貿易信用収支の悪化
を通して「イギリス商業圏＝通貨圏と海外商業圏＝通貨圏」との不均衡化
1847年恐慌論の課題
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を導き，金流出を不可避にしたと括る（「B 限度を超えた信用創造」）。
［3］第２編恐慌は３章構成をとるが，第３章「社会的反乱と秩序の回復」
は恐慌後の社会変動（チャーチスト運動の再燃とアイルランドの反乱）を
扱う５頁の短い章であり―著者の恐慌研究に込めた関心の広範と動機の
在処を示すものの―，初めの２章が景気論としての本編の核心である。
第１章「貨幣恐慌」は，激動の1847年を扱う。①この年4月に勃発した金
融危機の経緯を検討し（「A ４月危機」），②それが行き過ぎた経済活動を矯
正するには不十分で，鉄道建設活動の最高潮（および内需的諸産業の活気），
穀物・植民地産品の投機的輸入激増傾向，再度の金流出気配へといたる事
態を分析し（「B 穀物投機」），③10月の「恐怖の１週間」に向かう過程の検
討と渦中の生々しい描写を与えつつ，詳しい政策評価を下す。貨幣恐慌は
47年11月から沈静過程に入り，48年２月に終息した（「C 10月パニック」）。
多くの読者は，このパニックが161年後のリーマン・ショック時の状況に酷
似することに驚くであろう。
「バンク・レート」論文からの変貌も顕著で，内容豊富な本章の特徴をあ
えて３点に絞るとすれば，（ⅰ）４月危機と10月パニックなる「二段の衝
撃」は，「現実資本の蓄積」に対する「不徹底な規制」と「徹底した規制」
の「連続的な過程」として「一つのセット」をなす（p109・p118）と捉え
たうえで，（ⅱ）イングランド銀行の主要勘定統計（p110・p127）・金銀売
買統計（p116，なお第１編第３章p74・p76のグラフをも参照）を挙げつ
つ，議会証言をも交えて詳細な分析を行い，（ⅲ）ピール条例はイングラン
ド銀行の金準備を防衛し地方銀行等の破綻を激減させて，同行を「世界市
場から信頼される中央銀行」として確立せしめた（p153）との評価にいた
る，―ということになろう。日本の一部で通説化しつつあったピール条
例批判に対しては，以前から批判的な見方も少なくなかったが，最後の点
はステレオタイプへの明確な決別である。
第２編第２章「現実資本の蓄積の衝撃的規制」は，前章で詳述した貨幣
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恐慌を受けて，イギリスにおける商業破綻・主要産品暴落の状況を具体的
に検討し（「A 商業界の整理　商人の破産と商品価格の崩落」），それが綿工
業等主軸連関および鉄道等副軸連関の産業活動を停止・停滞させ（「B 産業
の危機」），ついに世界恐慌として猛威を振るう不可避の過程を描写したの
ち（「C 恐慌の世界市場への波及」），金（銀）のイギリスへの逆流入と国際
収支好転の諸要因を分析して，積極的にみえる貿易信用収支改善にもまし
て，消極的にみえる価格崩落からの貿易収支改善こそが，「この時代の景気
循環を決定的に特徴づける」との結論を導く（「D 海外からの金流入」）。
恐慌現象の叙述は精彩に富み，分析は詳しい。とくにAの2－8表（主要
産品の価格崩落・p161－162），およびBの2－10表（パニック下のマンチェ
スター諸工場の操業状態・p174）は，読者を大いに益するであろう。以下，
A節（商業破綻）の主内容は，綿花＞綿糸＞綿布の順に大であった下落率
の検討（p167），好況末期の在庫払底と恐慌期の在庫累増の確認・分析（p168
－170)，（商品）資本価値の破壊としての価格崩落なる総括(ｐ170－171)へ
と続く。B節（産業危機）では，主軸関連で綿工業の採算状態（p175），救
貧法による救済の検討（p177）があり，副軸関連で鉄道株等資本市場動向
の観察（第2－11表・p179）も加わる。C節（世界恐慌）は，オランダ・ハ
ンザ諸都市・フランス・ドイツ等大陸諸国・ロシア，アメリカ，東インド
に及ぶ。「スケッチ」とされるが，読者は2－17表（東インド商会破産の諸
原因・p201）を一瞥するだけで，著者の研究対象に取り組む情熱と視野の
広さに圧倒されるであろう。D節（海外金流入）の最後で，イギリスをめ
ぐる金の流出と逆流出は「世界貨幣としての金」が（p210），世界市場商
品を軸に世界需給を集約していたイギリス商品の価格体系を価値尺度する
機能を果たし，世界諸通貨圏への金の配分を再決定する過程であったと総
括される。
［4］第３編不況は５つの章から成るが，著者がもっとも注力したのは第１
章「現実資本　生産方法の改善と世界市場の条件整備」―とくにその「A 
1847年恐慌論の課題
100
綿工業」であろう。48年春－50年初の３期に細分した景気状況（p221－
227），および10時間法への工場主の巻き返し（p227－234）に関する興味
深い検討ののち，生産方法の改善・合理化（p234－），労働力（p244－），
製品販売・生産・原料調達（p249－），利潤率・新たな標準的工場（p257
－261）の順に分析が続く。運転速度の安定を可能ならしめ他工程にも好効
果を及ぼした蒸気エンジンの改良，および精紡工程の自動ミュール普及・
ダブルデッキングに関する検討は，熟読に値する（p236－242）。綿工業の
技術革新が「成熟」の域に近づいた点の確認もある（p243）。改善で出現
した1850－51年の標準的工場に関する3－11表，およびこれを1843－44年
の標準的工場と比較した3－12表は，読者に明確な具体像を与えるであろ
う（p258－259, p261）。恐慌で商業の整理が済むや早期の回復が可能にな
る（40年代以前には認められない）事態の，４点にわたる分析も見落せな
い（p252－256）。「B 羊毛・亜麻・絹工業」の中では，豊富で安価な原料
と綿経糸利用による混織法の導入に加えて，綿工業を凌ぐ生産方法改善の
進んだ梳毛工業が，より速い回復をみたことが指摘される。「C その他諸産
業」では，海運・造船・建設および建築が，綿・梳毛等回復からの刺戟に
より「受動的に」（p265）遅れて好況に入ること，「D 農業―穀物，食料品，
嗜好品」では，関税法の改正・航海法撤廃等の自由貿易政策が生産方法改
善と同様の効果を発揮し，低い標準価格と新たな標準的賃金の形成に寄与
したことに留意する。Dは当時のいわゆる「高度農業 high farming」によ
る生産方法の改善と，その限界への指摘をも含む。
第３編第２章「株式資本　適応不全」と第３章「貨幣資本　信認の回復
へ」は，不況期における金融市場関連の動向を扱う短い章である。まず第
２章で，鉄道株低迷・払込金徴収激減・建設計画不振・主軸連関への不況
荷重・鉄道会社の経営状況を確認し（「A ロンドン資本市場」），深刻な不況
の鉄工業が鉄道資材用の対米輸出増を通して，世界の鉄道建設関連部門と
して方向づけられ始めた事態を検討する（「B 鉄工業」）。読者は循環的変動
のみならず英国および世界経済の構造変化と趨勢を考えるさいに副軸連関
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が持つ意味をめぐって，興味深い手掛かりを幾つも見出すであろう（とく
にp283－4，285－6参照）。次いで第３章で，収縮した商業信用が50－51年
に43－44年類似の標準的水準で安定したこと（「A 商業信用　収縮と停
滞」），48－50年の目まぐるしい金銀国際移動が，50年秋以降の米・豪から
の新産金流入と欧大陸をめぐる金流出・銀流入および流入銀のアジアへの
流出を主内容とする「世界的規模での金銀移動」の恒常化（p291）に結実
したことを確認する（「B 金　不安定な流出入」）。続く３つの節では，ロン
ドン貨幣市場の緩慢状況および金準備率回復等イングランド銀行の勘定を
検討し，現実資本の資金形成・供給の「消極的豊富」たる不況期の低利子
率が，同資本の好況的蓄積の開始を受けて50年半ば頃に「積極的豊富」に
転じた（p296－7）と結ぶ（「C ロンドン貨幣市場」・「D イングランド銀
行」・「E 利子率」）。 
第３編第４章「新しい資本蓄積条件の形成―商業圏（＝通貨圏）として
の総括」は，産業資本が約２年の不況期間に次の好況に向け世界市場的過
程として準備した成果を，国民経済的観点からまとめたもの―節立ては
ないが，３部から成る。（１）生産方法の改善によって新しい標準的価格水
準・相対的過剰人口・国民的生活水準・標準労働賃金が形成される（「新た
な生産関係の形成」p299－）。（２）主軸大工業を中心として利潤率と商品
価格の標準が形成されるが，小工業・農業等との間には「利潤率の階層性」
（p304）が不可避となった。副軸は主軸と同調するには収まらぬ整理・再
編の過程をたどる（「新たな標準的利潤率の形成と新たな世界市場標準価格
の成立」p303－）。工業製品・同原料・食料品・嗜好品の世界標準価格表3
－25は（p304），見落せまい。（３）貿易収支と国際収支を検討し，「イギ
リス中心の諸商業圏（通貨圏）の均衡的再編成」（ｐ307）を４点にまとめ
つつ，同国が自己を世界の工場とし他を農業地域とする関係を，拡大再生
産しつつも諸種の変貌に見舞われたことを確認する。イムラーの国際収支
表を独自に組み直した3－29表は（p309），読者に凝視を促すであろう（「イ
ギリスを中心とする諸商業圏（＝通貨圏）の均衡的編成，イギリスの新た
1847年恐慌論の課題
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な均衡的国際収支の成立」p305－310）。
第３編第５章「その他の国々，諸植民地」は，A 大陸諸国・B アメリカ・
C 東インドの不況期に関する「スケッチ」であるが，第２編第２章C節（世
界恐慌）と同じように，著者の研究対象への情熱と視野の広さを再確認さ
せる。アメリカについては―綿工業・農業にもまして―鉄道業・鉄道建設
がもった「革命的意義」（p321）を強調する叙述が，読者を刺戟するであ
ろう。鉄道の内陸フロンティアへの絶大な資源開発効果が「世界市場の大
規模な再編成」を迫り，ニューヨーク貨幣市場―同資本市場―アメリカ鉄
道業なる「株式資本的蓄積の連関」をして，やがて「ロンドン貨幣市場―
イギリス世界商業―ランカシャ綿工業なる「産業資本的蓄積の連関」を凌
駕せしめることになろう，との展望がB節を締め括る（p322）。アメリカ経
済のプレゼンスは1840年代の景気各局面で際立つが，それを超えてこの展
望は世界市場編成を，自由主義時代に限定することなく英米経済関係を軸
に再考すべく読者を誘う2），と言えはしまいか。評者はそういう感慨を覚
えた。
［5］本稿の目的は，なるべく多くの読者が本書を繙くよう努めることにあ
る。各編各章ともできるだけ主観を排し著者の意図と推せるところに従っ
て，紹介・要約の精粗および特徴づけを試みたつもりだが，別の読み方も
あろう。評者は本書が多様な読解を容れうる度量の広さを備えるものと信
じたい。以下，本書から提起されてくる問題を５点に限って記してみよう。
その第１は，ピール条例でイングランド銀行が２部に分割され「銀行部
が民間銀行と同様の経営を促される」ことになって，「自由な利子率変動の
時代を迎えた」（p86）という把握に関わる。同行と金融市場との多様な連
携の経路には，（マーチャント・バンカーを含む）ロンドンの商人層
（merchants and traders）への割引，地方の商人・非発券銀行への割引，割
引市場等への前貸（advances）が含まれており，割引商会への再割引はそ
の１つにすぎない。重要だが，最大でもない。同行への再割便宜をもたな
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いロンドン諸銀行は，マーケット・レートがバンク・レートを下回る時期
や接近する時期にも，必要に応じて顧客の商人層を（最優遇レート非適用
の）優良ならざる手形とともにイングランド銀行に追い込むことによって，
その準備ポジションを調整しうる関係にあった3）。44年以前のいわゆる「固
定的・画一的レート」のもとでも以後のミニマム・レートの時期にも，基
本的な点ではこの関係に変わりはない。バンク・レートがより頻繁に変更
され同行の市場との接触が質量ともに緊密度を増すようになるのは，40年
代の運営と恐慌の経験を経た1850年代以降のことである。
第２の問題は，ピール条例が（好況期のみならず）金流出期にも続いた
地方銀行券の膨張を阻止し，恐慌期におけるその破綻を激減させたことに
よって「イングランド銀行を中央銀行として確立した」（p172）とする把
握に関わる。ここには当時の英国金融の仕組み―とくに地方銀行券の流
通領域およびその準備調整行動に関する認識の問題が絡む。1844年以前か
ら地方発券は主に農業地方の（賃金受払いその他の）少額取引に関わり，
その（僅かなバンクノート・鋳貨の他は，大部分がロンドン諸銀行および
割引商会へのバランス，両者のもとでエリジブルな手形，国庫証券等の組
合せから成る）流動性は，すでにロンドンとの連携に依っていた。それが
当時の現実である4）。多数の（1840年代初頭にも440強を数えた）地方銀行
がどのようにイングランド銀行の金融的制御に服しうるかという問題が，
「Bank Circulation と Country Circulation」の競合の有無や可否という形で
喧しい論議の対象になる傾向はあったが，同行がロンドン市場を通じて金
融引締めに踏み切った後にも，地方銀行が発券膨張によって（ロンドンで
ペイヤブルな）与信の膨張を賄いつつ暴走し恐慌期の破綻を激化させたな
どという事態は，44年以後と同じように以前にもない。乱脈経営の事例は
発券問題には関わらないのである。
第３の問題は，金の海外流出と国内流出の区別および関連に関わる。第
２編第１章はイングランド銀行の金銀売買・金準備両統計に依りつつ，47
年3－4月の僅かな売却超を上回る大幅な準備減を「海外への流出とは無関
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係な……対内流出」（p109)であったという。だが，地金・外国鋳貨の売買
記録は英鋳貨が国内流通から直接に，または既鋳貨流出の補填として間接
に，海外に流出した事態を捉えることができない5）。両統計のギャップは
この時期における貨幣の「静かな……退蔵傾向」を推測させるなどという
文脈ではなく，10月パニックにいたる時期に―均して言えば―海外からの
金流入があるにもかかわらず両準備（率）が減少し，曲折を孕みつつも引
締めが強化されるほかなかった経緯の意味を，国際収支と金融政策の関連
に遡って問う文脈の中で検討されなければなるまい6）。詳述は避けるが，
ここには上記の（［5］－第１で言及した）「商人割引」の経路が絡んでいた。
第４の問題は，英国恐慌期の「ロンドン貨幣市場のマヒ解体がポンド手
形信用の崩壊として，連鎖的に……世界商業全体を恐慌に陥れた」「海外為
替市場において一般的なポンド手形不信」が生じた（p185)という認識に関
わる。これは英国への「金銀の逆流出」（p186）を生んだ時期でもある。
ところが，47年8－9月のイングランド銀行勘定を精査すれば分かるよう
に，（麻痺解体を生んだとされる）金融引締めは，発行部・銀行部両準備の
減少と対民間与信（＝「その他証券」）増大の同時進行過程として実現され
たのであり，パニック頂点を迎えた10月についても，―対国庫取引から
の攪乱を調整すれば―同じ過程の凝縮された反復があった。実はすでに
当時のロンドンは，（財・サーヴィス・証券の国際取引地，長短対外与信基
地，外国資金の運用・保管地，送金経路の４機能を果たすところの）国際
金融中心地7）として通常想定される以上の発展を遂げており，海外の銀行
等取引先の準備ポジションも，主に貴金属とロンドンあて手形等対英短期
債権から成っていた。仮に「一般的なポンド手形不信」が生じたとすれば，
金銀選好が一般化せざるをえず対英「逆流出」など不可能となろう。それ
は限度なしの崩壊，文字通りの壊滅，あるいは（本書序章が含意したのか
もしれぬ）「カタストロフィ」に繋がる。だが，現実の周期的景気循環の１
局面としての恐慌は―第２編第２章も認めるように―同時的ではな
く，継起的に世界的な勃発を繰り返した。それを可能にしたのが，恐慌期
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におけるイングランド銀行与信の意味にほかならない8）。
第５の問題は，恐慌期の英国における破綻の限度に関わる。第２編第１
章や第2章は破綻の広範と激烈を強調して精彩に富むが，そこから提起さ
れてくるのはむしろ恐慌の波及過程において破綻・非破綻の境界を分かつ
ものは何かという問題である。渦中のリヴァプールの例でいえば，特定企
業への「慎みのない貸付け」を膨張させた Royal Bank of Liverpool は破綻
し，さにあらずと判断されてイングランド銀行の支援を受けた Littledale 
and Co.は生き延びた（p142－143）。乱脈経営企業の破綻は恐慌が発揮した
浄化作用とみるべきものであり，支払停止の波及過程で健全経営企業が債
権回収の遅延や債務返済の加速を加重されてその連鎖に巻き込まれるの
は，恐慌を通す規律の不完全を意味するわけであろう。現実には乱脈と健
全を両端とするスペクトラムの中間に，売買・投資・与信・受信等の具体
的な判断をめぐって積極・消極濃淡の異なる多数の企業が，金融政策の巧
拙や政府書簡発表タイミングの如何によって暴走と俊敏，慎重と遅鈍が入
れ替わりうるような状況のもとで，厳しい生存競争を繰り広げていた。経
営の健全と乱脈が事後的にさえ判明せぬことも稀でない。個別企業の定量
的な経営情報は得難いが，評者は４つの議会報告・証言録（1848年上院お
よび下院『商業不況員会』，1857年下院および1858年下院『銀行条例委員
会』），および Bankers’Magazine と Economist の記述から推して，当時の
恐慌は錯誤を伴いつつも己に託された課題を果たすことができたという印
象を持つ。が，この点をさらに精査することは今後の課題である。　
［6］本書が提起する問題は，以上の５問には限られない。さらに５問を敷
衍なしに略記してみよう。―①好況期にも進んだ綿工業等の生産方法改
善は，景気要因としてどのように認定されうるか。②好況末期の賃金上昇
は，どのような意味でどの程度まで恐慌原因として作用したか。③1847年
の４月危機と10月パニックの中間期（とくに5－7月）は，どのような意味
で「恐慌期」（または「好況末期」）として把握されうるか。④制度として
のピール条例に対する評価は，その下での銀行部運営の金融市場をめぐる
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作用様式（modus operandi）への評価と，どこまで重なりうるか。⑤資本
収支とは別個に取り出された「貿易信用収支」の概念は，金（銀）および
国際収支変動の説明要因として，どのような整序を受けなければならない
か。
この５問に対する本書の回答と読めるもの（またはそう推測されるもの）
のすべてについて，評者は著者とは異なる考えを持つ。が，先の５問と同
じように，この５問も再読，三読……本書との対話を重ねるなかで解答の
方向を見出すべきものであろう。詳述抜きの箇条書き設問や先走った見解
の表明には馴染まない。19世紀の英国景気循環は，いまも新進・中堅研究
者たちの関心を惹起し続けている9）。本書が提起する問題は以上の10問に
は限られないが，評者は多くの読者が先駆者によるこの本格的な研究に親
しみ，新鮮な角度から21世紀現代に相応しい問題を発見し，恐慌の歴史と
現況をめぐる探究がいっそう深化することを願う。　
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〈注〉
1） 欧米と日本について先行の代表的文献を１点だけ挙げると，英国景気循環
史研究の古典的名著・R.C.O.Matthews: A Study in Trade-Cycle History, 
Economic Fluctuations in Great Britain 1833－1842。早い時期における本邦
英国経済史研究の高水準を示す論稿・毛利健三「1825年恐慌とイギリス綿
工業」（『社会科学研究』（東京大学社会科学研究所）17巻６号）。
2） これには「イギリス中心史観からアメリカ中心史観への転換」を語る馬場
宏二『宇野理論とアメリカ資本主義』・第二部「発展段階論とアメリカ（と
くに第12章）が対比されてよい（引用はp298）。
 注の３から６までは順に，藤川昌弘「1847年恐慌」（鈴木鴻一郎編『恐慌
史研究』）による―
3） p215－216.
4） p216－217.
5） p257－259.
6） p246－248, p290.
7） この点については，ブラウンの「為替に対する基礎的牽引と表層的牽引」
の概念が参照されなければならない。W.A.Brown, Jr.; International Gold 
Standard Reinterpreted,chp.18， 侘美光彦『国際通貨体制』第３章第２節，
柴田德太郎『大恐慌と現代資本主義』第３章第２節，藤川昌弘「為替に対
する二つの牽引」（「経済志林」第66巻第３・４号）。
8）藤川昌弘「産業循環の古典形態」p120－123.（「経済志林」第46巻第２・３
合併号）。
9）吉村信之「金本位制の『ゲームのルール』と19世紀イギリスの循環性恐慌」
（信州大学経済学論集50号），同「中央銀行の生成と国内金流出の位相」（同
51号 ）， お よ び 両 論 文 末 尾 の 文 献 リ ス ト を 参 照。 な お http://www.
unotheory.org/news_Ⅱ_12 の「特集：恐慌と信用をめぐって」に所収の，
江原慶・岩田佳久・横川太郎・小林陽介・李素軒各論文および吉村信之・
特集解題も，直接間接の例証である。
（2014.4.2執筆）
